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老後の生活設計はなぜ必要か？ 日本ファイナンシャルプランナー協会  正会員 　 ＵＲＬ． http://www.machi-net.org/ に同時掲載しています。
発行責任者   NPO法人・まちづくりネットワーク

暮らしの中で、思い描いた夢が実現するって、素敵な事です。 〒306-0041　古河市鴻巣７５８番地     Tel・Fax 0280 47 0033
生活設計とは、そんな夢を実現するために計画を立てることです。
・人生80年時代を迎え、明るく心豊かな暮らしを実現するために、
　自分の夢や目標をしっかりと定め、一人一人の夢を実現に  

　つなげるために大切なお金を使ってこそ、
　お金の価値観が高まるのではないでしょうか。
・お金は幸せを追求する手段であって、目的ではありません。 環境コミュニケーション 環境コミュニケーション・道草

・昔は、節約は美徳でした------　今はどうでしょう。 今の動き・ご存知ですかコーナー・漢字読み取りテスト 市民紙上セミナー

・日本は不況で大変だと言っていますが、実際はお金を持っている
　高齢者の方が沢山おられます。
・しかし旅行も温泉にもあまり行かない、ないない尽くしで一生が
　終わる。

＜老後の時間はこんなにある＞
　20歳～60歳の働く時間　 　60歳～80歳の自分の時間
　10時間×250日×40年  14時間×365日×20年
　１００，０００時間　 　 １０２，２００時間

　
＊働く時間10時間＝働く時間と往復の時間　　
＊自由時間14時間は寝る時間と食事する時間を除いた時間。

＜老後の3大不安＞
・健康の不安（長生きのリスクと病気の不安）
・生活資金の不安（長生きのリスクを解消する方法）
・人間関係の不安（家族、友達、地域との交流、介護）

＜老後の生活設計は自己責任時代＞
・年金支給は段々支給開始が遅くなり、支給額も減額されます。
・公的年金制度を７０％以上の人が老後資金として当てにしています。
・高齢者夫婦の死亡後金融財産の残高は平均1,500万～2,000万です。
（65歳以上平均世帯＝2,338万円）総務省家計調査2003年

日本の金融資産の６割は６０才以上の夫婦（５０才以上では８２％）  

①うのみ  ②ぎゅうじる 　③うなぎのぼり 　④ひょうへん 　⑤しらみつぶし            

　　
⑥うごうのしゅう 　⑦だそく 　⑧げばひょう  ⑨かざみどり  ⑩ふうばぎゅう 

物 志 （がんぶつそうし）

（４） （１）

　 科学の進展と情報化の中で、スピード・量・質の問題が問われています。
 環境誌の中で、説明の一部に要旨次のようなことを話されています。
『環境コミュニケーションの背景にはスピード・量・質の問題があります。

　　　　　　　　　　｢スピード」について・・
世界では1秒間に約8７0トン・49万㎥ものＣＯ２が排出され、地球の温暖化
が続いています。今や｢経済と環境の両立｣の次元の話ではなく、
考え方を変えて、毎秒変わりつづける世界についての情報を共有し、
コミュニケートしなければなりません。

　　　　　　　　　 「量」について・・
現在、広い意味で環境に関わる研究論文の発表は、世界で
１日に１万件と予想されます。このような状況を想定して、
環境コミュニケーションを考えなければなりません。

　　　　　　　　　 「質」について・・
環境に関わる膨大なデータが毎日発表され、科学も日々進化する現代に、
環境問題について普遍的に確立された真実はありませんが、
国際機関や政府など、公の機関が発表する科学的知見、例えば
｢気候変動に関する政府間パネル(IPCC)」のレポートなどは信頼に足る
ものです。こうした時代に誰かがインターネットで集めたような情報を
もとに書いた極端な意見の本と公の機関のレポートが同列に並べられて
しまう状況は危険です。』　　　　　　　　　(２面に続きます｡)

 １３３号

   社会教育の推進   まちづくりの推進   環境保全の推進

１３３号
ご 案 内

　小池　貞三郎

　暮らしとタックスプラン(税)　ー　その４８

　 当法人は、三桜工業株式会社の支援により設立されましたＮＰＯ認証法人です。

１面 ２面

４面３面

       　　３ページの漢字読み取りテストの正解例

喪玩

環境保全の推進活動

インターネットで沢山の情報が飛び交う今、環境コミュニケーションの
内容が問われています。　コミュニケーションの前提となる｢共通の情報｣
 を見出す にはどうあるべきか？
東京大学生産技術研究所の山本良一教授が、環境誌・｢環境会議｣で
説明されている内容と同氏が責任編集されている著書 ｢1秒の世界｣を
参考に考えてみましょう。

   環 境 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
 その背景にある情報のスピード・量・質の問題点
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その６０

今回はギリシャ語の接頭語［ａｒｃｈ-］から生まれた英単語について道草しましょう。
［ａｒｃｈ-］＝ｃｈｉｅｆ で  

［ａｒｃｈ-］は後に続くスペルにより、ａｒｃｈｉ－，ａｒｃｈｅ－に変形します。 ①鵜呑み  　　　 ②牛耳る      　③鰻登り　　     ④豹変  　 　　⑤ 虱潰し
 

・ａｒｃｈａｎｇｅｌ＝［ arch　+　angel］＝［ chief　angel ］＝大天使 ⑥烏合の衆　　  ⑦蛇足　    ⑧下馬評 　   ⑨風見鶏 　　　⑩ 風馬牛の顔

・ａｒｃｈｂｉｓｈｏｐ　を分解すると［(arch) + (bishop　監督、司教) ］＝ 大司教

・ａｒｃｈｅｎｅｍｙ　を分解すると　［(arch) + (enemy　敵) ］＝ 大敵、魔王 　　　　
 左記のそれぞれの　　　にあてはまる漢字を入れて、

・ａｒｃｈｅｔｙｐｅ　を分解すると［arche-＝arch- +type］＝ the original type 物 志 ｢物をもてあそんで、大事な志を失うこと。」を意味
　＝原型 する四字熟語にして、ふりがなをつけて下さい。

　

(２） （３）

　　　　　　　　　　　温暖化ガス削減の追加対策が動き出す
　
 京都議定書の目標では日本はＣＯ２などの温暖化ガスを２００８年～２０１２年度
 に１９９０年度比で６％削減することになっていますが、０５年度の実績は基準年
 度比７.８％増となり、合計で１３.８％削減しなければならないという厳しい状況。
 
 そこで、化学・製紙・石油・　　　　　　　　　セメント業界など温暖化ガス削減
 の優等生といわれている１３　　　　　　　　　の業界が、１９９７年に経団連が
 策定した削減の自主行動計画　　　　　　　　　について、１３業界平均で３０％
 弱の上積み努力をするという。　　　　　　　　この積み上げ結果の削減量は、
 議定書削減目標６％の約１％に相当するとのこと。

 一方、政府は１３業界の追加削減後においても不足する分については、排出量が急
 増している運輸・オフィス・家庭や中小企業などの追加削減で補う考えとのこと。
 また、省エネなどに限界のある鉄鋼・電力などについては経済産業省と環境省の合
 同審議会で排出権購入の拡大などを決めていく予定といわれ､業界もすでに取組中。

　 今、この１秒間にも望ましい変化も、望ましくない変化も起きている・・
すべての変化が、この瞬間の私たちへとつながっています｡
前記の著書「１秒の世界」からいくつかの変化をみることにしましょう。

(正解例は4頁の下欄に掲載しています。)

漢字読み取り１０題・・１０点満点で・・何点でしたか？

今の動き
  ＮＯ. ２５

今回は動物の名前が入った漢字です。

道
草

古典語と英語・・その２０

最近注目されている用語(考え方)の一
つに｢仮想水｣という考え方があります。
日本が外国から輸入している食料品を
日本国内で生産すると仮定した場合に、
どの位の量の水が必要となるかを示す
ものです。
１年間に日本が輸入している農作物と
畜産物を日本国内ですべて生産すると

したら、１秒間に２,０００㎥(年間640
億㎥・国内の総水資源使用量の３分の２)
の水が必要になります。
このことは、日本国内に住んでいる人は、
他国の水に依存して生活していることに
なります。２１世紀は世界の水不足が問題
になっていますが、決して他人事ではあり
ません。

ギリシャ語からうまれた接頭語の一つ・・ａｒｃｈ－　について

  　　１秒間に・・３９万ｍ３（体育館３２棟分）のＣＯ２が排出されている。

石油などの化石燃料の使用に伴い、１秒間に７６２トン、３９万ｍ３のＣＯ２
を排出。この量は１９５０年の４倍以上で、約半分の量は吸収されずに蓄積
され続けて、大気中のＣＯ２濃度が上昇・・温暖化の最大の原因に・・

杉の木５万本でも１秒間に吸収できるＣＯ２は０.０１３ｍ
３程度に過ぎません。

　　　　　　　　　　   ・・休憩時間の消灯や家庭での省エネを励行しましょう・・

　　　　１秒間に・・世界に４２０万トンの雨が降っている。
いま私たちの空が晴れていても、世界のどこかで降っている雨の量は、１秒間に
２５ｍプールの１万８００杯分・・４２０万トン。
しかし、年間の降水量には限りがあります。　　　・・水をたいせつにしましょう・・

(知らんふり・・という意味）

　    １秒間に・・大型トラック６３台分・・２５２トンの化石燃料が使用され・・
石炭は５億７５００万年前～２億４７００万年前に、石油は２億４７００万
年前に、地中に埋まった生物資源が変化したもので、
｢昔の太陽エネルギーの缶詰」といわれています。
昔の太陽エネルギーに強く依存する現代文明は、持続可能ではあり得ないと
いわれています。　   ・・通勤時の運転などエコドライブで安全も確保しましょう・・

 書籍紹介　「１秒の世界」　山本良一｣責任編集　ダイヤモンド社発行　価額税込み１,０００円

まだ他にも私たちにつながる変化があります。私たち自身も他にどんな変化
があるかを考えることが大切なようですね。




